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彼は 1862 年に現在の岩手県盛岡市に生まれ、1877 年に札幌農学校で農学を修め、この時期にキ




































































新渡戸の対外発信を目的とした英文著書としては、（1）『武士道』（1900 年 1 月、改訂版 1905 年
6 月）、（2）『日本国民：その国土、民衆、生活』（Japanese Nation：its Land, its People and its 
Life）（1912 年 6 月）（以下、『日本国民』と表記）、（3）『日本人の特質と外来の影響』（Japanese 
Traits and Foreign Influences）（1927 年 1 月）（以下、『日本人の特質と外来の影響』と表記）、（4）
『日本』（1931 年 9 月）、（5）『日本文化の講義』（Lecture on Japan：An Outline of the Development 
of the Japanese People and Their Culture）（1936 年 7 月 15）（以下、『日本文化の講義』と表記）の
5 冊がある。
















1920 年代の日中協調が崩壊してから 1931 年 9 月の満州事変勃発の直前までの時期に、どのような
目的を設定し、どのような方法で対外発信を実施したのかを明らかにするためである。新渡戸が『日
本』執筆の依頼を受けたのは、1926 年 12 月に国際連盟事務次長を辞任し、帰国する直前の 1927
年 1 月であった。『日本』が出版されたのは、1931 年 9 月 1 日である。このことから、その執筆期
間は、1927 年 1 月から 1931 年夏にかけての約 4 年半であったと考えられる。この期間は、1920 年
代後半に日中関係が悪化していき、1931 年 9 月に満州事変が勃発する直前までの期間に重なるこ
とから、『日本』は、日本の満州政策を国際社会においてどのように理解してもらうのかに取り組
んだ英文著書、つまり対外発信と捉えることが可能であろう。
第 4 の理由は、『日本』は、30 代の『武士道』とは異なる発信方法によって著されており、『武
士道』よりも多様で複雑な方法が駆使されており、新渡戸 50 代の円熟味が加わっていると考える















































































































































































































































































































































































































































































まず、『武士道』の地の文は、新渡戸自身の <主張> と、東西識者の言辞つまり <証言> とが交
互に配置されている。すなわち、「主張、証言、主張、証言、主張、証言‥‥」という構成になっ
ている。これは基本的な構成であって、それとは異なる構成が取られている場合もある。








較したい。日本語訳でみた場合に、『武士道』の総文字量は約 109,000 字であり、引用は 206 例で
ある。他方、『日本』の総文字量は約 265,000 字であり、引用は 152 例である。『日本』の文字量は、
『武士道』の約 2,4 倍であることから、この文字量の比率を双方で揃えると、『武士道』の引用数は、





















第 1 に、『武士道』には、『日本』のように、図表や数値による <統計>、国際社会に対する <貢献>、
<共感>、<多面的説明> といった方法の使用例がない。
第 2 に、<単純化>、<質疑応答> の方法は、少数ながら双方に用いられている。




第 4 に、『日本』は、1 つのテーマを多面的に描いている場合がみられる。例えば、農業・漁業
については、地理に関する第 1 章と、政治に関する第 4 章と、食糧問題に関する第 6 章において言
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ついには事実がいっそう雄弁に語る」84 と述べているように、対外発信をはじめとする PD におい
て <事実> に基づいた <真実> を伝えることの重要性を非常に意識していたことは紛れもない事実
である。その理由の 1 つとしては、彼が当時の中国や朝鮮による虚偽の発信を非常に嫌悪していた





なり、事実に基づく真実を伝える PD が勝利すると考えていた。したがって、新渡戸が 30 代で『武
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士道』を著してから、約 20 年後の 50 代で『日本』を著すにあたり、<事実> に基づく <真実> を
伝えようとする姿勢を一層強めたと考えられる。



























まず、『武士道』についてみると、初版が 1900 年 1 月、改訂版が 1905 年 6 月の出版である。そ
の出版当時の 1900 年から 1910 年までの 10 年間に、新聞記事としてはイギリスの『マンチェスター・
ガーディアン』（The Manchester Gurdian）89 に 3 回、アメリカの『ザ・ニューヨーク・タイムズ』
（New York Times）に 6 回、合計 9 回掲載されている 90。雑誌の論評や紹介記事としては、5 誌に
1 回ずつ合計 5 回掲載されている 91。とりわけ、『ザ・マンスリー・レビュー』（The Monthly 
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次に、『日本』についてみると、出版が 1932 年 9 月である。そこからの 10 年間にイギリスの週

























る統計や歴史的事実などのデータ、すなわち <事実> を積み上げることで、<真実> に迫ろうとし

























著書名 武士道：日本人の魂（Bushido：The Soul of Japan）
日本：その問題と発展の諸局面
（Japan：Some Phases of her Problems and Development）
出版年月・
出版社
1900 年 1 月、リーズ・アンド・ビッドル
社（米・フィラデルフィア）。1905 年 6 月、
Ｇ・Ｐ・パートナム・サンズ社（米・ニュー
ヨーク、英・ロンドン）。













30 代。新渡戸は、世界的にはまだ無名。 50 代。国際連盟事務次長を経た後。新渡戸の
名前が、欧米の新聞に年に数回程度挙げられる
ほど有名。











































著書名 武士道：日本人の魂（Bushido：The Soul of Japan）
日本：その問題と発展の諸局面
































































































































国際地域学研究　第 23 号　2020 年 3 月24








1　『新渡戸稲造全集』第 6 巻（帰雁の蘆）教文館、2001 年、20 頁。『新渡戸稲造全集』については、以下、「全集










9　杵家弥七（杵家会 6 世家元）「記念長唄演奏「鶴亀」」『新渡戸稲造の世界』（第 22 号）財団法人新渡戸基金、
2013 年 9 月、279-280 頁。
10　小林英夫『日本近現代史を読み直す』新人物往来社、2010 年、62-63 頁。
11　拙著『鶴見祐輔の広報外交：一「自由主義的」保守主義者の活動の特徴とその限界性』（早稲田大学出版、











15　全集 19（日本文化の講義）11 頁。1936 年 7 月という出版年月日は、高木八尺の序文註記による。
16　新渡戸稲造『随想録』たちばな出版、2002 年、336 頁。


































を PD とは呼ばない。近年、PD のアクターを民間組織にまで広げた解釈がなされている場合があるが、その場
合でも、その国家の政府の立場から離れた活動を PD とは捉えがたい。PD は、日本語では「広報外交」や「広
報文化外交」と翻訳され、広く用いられるようになったのは第 2 次世界大戦後、それも近年のことである。し




活動であると捉える。本稿においては、現代からみて PD に該当する新渡戸の活動を PD と呼ぶこととする。そ
の理由は、①新渡戸自身が「宣伝」や「プロパガンダ」という当時の言葉を虚偽性が含まれる場合と含まれな
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Public Diplomacy by Inazo Nitobe
: Analysis of his English book “Japan : Some Phases of her Problems and Development”
Kazuma UESHINA
Public Diplomacy is an activity to lead the public opinion of other countries to a favorable position 
on its own country. It allows a country to accomplish its policy smoothly in international community 
using lectures, international cultural exchanges, international broadcasting, goodwill visits, the formal 
official statements and large international events, etc.
Inazo Nitobe (1862-1933) is known as a liberalist and an internationalist involved in various 
activities in fields such as education, colonial policy, religion, agricultural administration, and 
international relations in the period between World War I and World War II.
He was involved in Public Diplomacy which affected the European and American public opinion of 
Japan. This was done through lectures, writing articles to newspapers and magazines, publication of 
some books written in English, personal exchanges with key political figures from other countries and 
educational cooperation with people in the arts and sciences community abroad. In many of these 
instances, he stood in for the Japanese Government and brought a higher level of international 
visibility to the government.
As an example of English book written by Nitobe, “Bushido : The Soul of Japan” is world famous. 
This paper analyzes his English book “Japan : Some Phases of her Problems and Development” 
published about 30 years after “Bushido” and analyzes it from the perspective of Public Diplomacy. 
“Japan,” which was published shortly after the Manchurian Incident, contradicted the content of this 
book on the theme of Japan’s desire for peace and the military action of Japan over Manchuria. For 
that reason, “Japan” did not become a global bestseller like “Bushido”. Due to such acceptance, 
research on “Japan” has not been done to its just extent.
［Key words］
Public Diplomacy, Public relations activities for overseas, Inazo Nitobe, “Bushido”, “Japan”,  
Interwar period
